
                                

            

                                  Ｎｏ１ 令和３年４月 

〇ご挨拶 
 お子様のご入学、ご進級誠におめでとうございます。令和３年度は、春の息吹が満ちあふれる中で、

１年生１０１名、２年生９７名、３年生１００名、計２９８名の生徒と、教職員３４名でのスタートと

なりました。 

令和３年度は１０名の教職員が転入しました。教職員一同、保護者の皆様との連携を図りながら、日

々の教育活動に取り組んで参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〇令和３年度生市貝中学校教職員（〇本年度新任者） 

１学年 

学年主任       保健体育   卓球・特設陸上・特設駅伝部 

副主任・１組担任     美  術   剣道・特設美術部 

    ２組担任  〇  数  学   サッカー部 

     ３組担任       英  語      柔道部 

特支 ４組担任       社  会   剣道部 

副 担 任     国  語      卓球部             生徒指導主事 

２学年 

学年主任       社  会   剣道部    

 副主任・１組担任       理  科   柔道部 

     ２組担任         数  学   サッカー       

     ３組担任    〇  国  語   ソフトテニス部 

     副 担 任        音  楽      吹奏楽部    

学習支援     

      学習指導助手       

３学年 

学年主任       技  術   野球部 

副主任・１組担任      英  語   ソフトテニス部    学習指導主任    

     ２組担任        保健体育   野球・特設陸上・特設駅伝部 

     ３組担任  〇  社  会   ソフトテニス部   進路指導主事 

  特支 ４組担任       社  会   バレーボール部 

     副 担 任    〇    理  科   バレーボール部 

教務部 

     校  長      

     教  頭    〇  理  科 

     事 務 長    

教務主任   〇    英  語   ソフトテニス部 

     養護教諭  〇         吹奏楽部 

  初任者指導教諭    

学習指導助手      

   Ａ Ｌ Ｔ      

学校栄養士    

用務員    〇 

   給食調理員    

給食調理員    

給食調理員    

給食調理員  〇 

スクールカウンセラー 〇 



１年１組 １年２組 １年３組 

〇入学式式辞要旨（４月８日に簡略化した入学式を行いました。） 

〇入学式（４月８日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇対面式（４月９日）    〇交通安全教室（４月９日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇交通安全について 
 １年生も自転車での登下校が始まりました。慣れない通学路で、慣れない自転車での登下校となりま

す。中学生の自転車事故の原因は「一時不停止」「安全不確認」が、過半数を占めています。交差点で

は、信号機や「止まれ」の標識がない場所でも一旦停止をして、左右（前後）の安全確認を十分にする

ことが大切です。 

 また１学期は、荷台につけた荷物の固定が不十分で、荷物が落下したり、ゴムひもが車輪に巻きつい

たりする事故も起こりやすい時期です。ゴムひもで、しっかりと荷物が固定できるようになるまで見守

りとご指導をお願いいたします。 

まず１つ目の「進んで」とは、何事も積極的に取り組み、行動することです。学力や運動能力、

思考力などは、これからが伸びる時です。また身の周りの自然や社会、芸術などには無限の広が

りがあります。様々なことを積極的に学び、体験し、美知の世界に気付くことが、皆さんの自己

理解を深め、視野を広げ、大きく成長させます。 

２つ目の「強く」とは、どんなことにも粘り強く、自分に厳しく取り組むということです。３

年後の進路選択、そして自分の夢を実現するために、日々の学習と生活、部活動に真剣に取り組

んでください。日々継続し、努力したことが、困難なことでも乗り越えられる心と体を作ります。 

３つ目の「あたたかく」とは、人に対して思いやりをもって接するということです。あたたか

な心をもって互いに信じ合い、友情をはぐくみ、一生つきあえるような友人を得てほしいと思い

ます。また皆さんが成長を遂げる時には、家族や学校の教職員、地域の方々など様々な人たちの

支えがあります。そのような方々への感謝の気持ちも大切にしてください。 


